
2024年8月号 2024年8月号は、
青商会の学習、特集コーナー、中央
部署紹介、朝青コーナー、8月スケ
ジュールをお伝えいたします。

朝鮮半島情勢の現状と我々の立ち位置
昨今の朝鮮半島情勢をどのように見るの
か。今こそ、『情勢観』が問われている。そも
そも人々を突き動かす『観点』というものは
人の情熱と行動を促す羅針盤となる。羅針
盤がブレブレに揺れて航海はできまい。しか
も青商会は、『主導』と『ハブ』という前人未
到の大海原へ漕ぎ出そうしている。

朝鮮の統一政策大転換方針

2024年の始まりに、朝鮮は統一政策大
転換方針を打ち出した。韓国を同族と見な
すことなく『第一敵国』として扱い、その思考
から出発する対内外政策を開いたのである。
その目玉は軍事力の強化と『20(の地方都
市)×10』である。

物事には理由がある。さて、まずは朝鮮が
なぜこのような政策を敷いたのかを考えて
みよう。（評価は各々がすればよい）

ここ最近、朝鮮はこれまでの対米対話（お
そらく対日対話までも含む）や南北平和統一
のための会談などに関して『一度冒険はして
みた』と評している。この『自己総括』は先ん
じた朝鮮の政策に関してのかなり高いレベ
ルの否定とみていいであろう。

（詳説はしないが）屈辱的な韓日条約の締
結とともに完成された米韓日の三角軍事同
盟は、東西冷戦という大きな枠組みの中で
『朝鮮での戦争』を念頭に置いて機能してき。
60年代以降38度線に積極的に配備された
核兵器（その数じつに1000発）やアメリカ
発の最新鋭ロケットおよびミサイル。そして
潜水艦とステレス機による空海訓練に航空
母艦までも動員された米韓軍事演習は、い
つの日も朝鮮に『平穏』を与えなかった。

60年代に朝鮮側も中国、ソ連とともに防衛修
好条約を結び『東の三角軍事同盟』ともとれる
体制を作ったが、冷戦崩壊後、三角軍事同盟と

相対するのは朝鮮のみとなった。その先は
90年代の『苦難の行軍』と呼ばれる時代が
続き、今に至る。

3つのフェーズと現住所

朝鮮はこれまで3つの段階を踏んできた。
①『苦難の行軍』からの脱却。②『核武装によ
る戦争状態の強制終結』、③『経済制裁VS自
力更生』だ。すべてのフェーズについては割
愛するが、『強くなってみないと分からな
い』という強固な決心のもと朝鮮は現在社
会主義の全面的発展を目指し闘っている。

『全面的』という言葉は、2方面からとらえ
られる。

一つは政治・経済・文化・軍事のバランスで
ある。朝鮮は決して軍事国家ではないし、す
べての部門の均等的発展を目指し建設を推
し進めている。

もう一つは、都市と農村、階級間における
格差の解消だと言えよう。それを象徴する
ものが20（の主要地域）×10（年）の経済建
設戦略である。いくら政治的用語で塗り固
められようと、各地方で暮らす人民が生活
の恵沢を受けられないのであれば、『社会主
義万歳』は聞こえてこない。そんなことは朝
鮮が一番分かっている。地方地域のボトム
アップと経済的偏向の解消、部門ごとの奇
形的発展の解決を狙っているのは間違いな
いであろう。

大転換方針

さて、このような段階を踏んで朝鮮半島情勢
を見ることができるのであるが、問題は統一政
策の大転換ということに関して、もっぱら関心
が多いであろう。

二面へ続く



2024年８月号【2】 情勢

朝鮮はこれまで一貫して『祖国統一』を目
指し闘ってきた。汚辱の歴史を忘却すること
なく真の独立こそ統一という政策をもって
独立統一という理念から逸脱することなく
闘ってきたのが朝鮮である。これはまず間
違いない。
しかしながら先述したように、外交や統一問
題に関してのこれまでの政策と施策を『冒
険』とまで比喩した朝鮮の心内やどうであろ
うか。
止まることのない戦争状況の強要、経済封
鎖、政治謀略策動、文化的抑圧。この反対闘
争の中で国家建設を推し進めてきた朝鮮が
やっと腰を上げるときが来たとき、南はど
のように対応したのか。自主的に推し進める
ことのできる政策を引っ込め、帝国側に追
従し、今となっては日本まで巻き込んだ過去
最大規模を塗り替え続ける軍事演習。

対話―決裂―緊張、この繰り返しに終止符
を打つつもりで臨んだ2018年と2019年
そしてその後の情勢から朝鮮は、ある一つ
の結論を出したに違いない。『力で終結させ
る』。

要はアメリカとの闘いに終止符を打つのは
力でしかない。それでも力を少しつけるたび
に、対話の努力をしてきた。その夢は潰えた。
強VS強、力VS力の関係性の逆勢力に韓国
は思い切り主力として食い込んでいる。（残
念ではあるが）

その闘いを決心した『今の』朝鮮にとって『同
族』『今はまだかなうことのない統一』という
言語は飾り言葉にしかならない。よって統一
政策を大転換したのであろう。（そして『大転
換』＝『放棄』ではないのである）

我々の立ち位置

歴史という大河の中で今の流れがある。今
最も大事な視点は、『宗教的に信じる』など
という言葉ではない。厳然たる歴史を見つ
め、自主という理念を遂行せんとする朝鮮
について知ることではなかろうか。簡単に
捨てられるものではない。逆説的になるが、
捨てられないものだからこそ、『捨てる覚
悟』を持たねば守ることもできないのである。
朝鮮の覚悟とその経緯、今を生きる我々は
冷静にそれを見つめてみる必要があろう。

千篇一律、形式主義、うわべの言葉をはいて
自己満足をするのはやめにしよう。
『今の状況』を言い訳にして、歩みを止める
ことほど愚かなことはない。

人は各々の信念に従って生きる。そして、
組織は理念に沿って動く。
『豊かな同胞社会のため、コッポンオリの
未来のため』

今一度、この変わらない理念を見つめなお
そう。自ずとわれわれの責務が見えてくるで
あろう。

日本に生きて、日本に根をはり生きてきた
（生きていくであろう）在日同胞。しかし、日
本に生きようとも立派に生きようと。チョソ
ンサラムとして生きようと必死に生きてき
た先代たち。

時代が変わり方法が変わっても変わらな
いもの。これを心の芯に打ち込み、ハッキョ
と子どもたちを守り、同胞たちの未来を守
るという不変の立ち位置を持つのが青商会
と思っている。
『主導』と『ハブ』。われわれが目指す目標は
簡単に遂行することはできない。
第28回総会に向かって、『何のために？』
を問い直し、『何をする？』に答えを見出し、
地方地域で熱意溢れる活動が生まれること
を期待してやまない。

中央青商会
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2024年８月号【4】 中央青商会 部署紹介



2024年月８号【5】 朝青コーナー＆月の予定

今月号も必見！朝青紹介コーナー！
朝青から青商会へ、未来へのバトン繋いでいきましょう！

8月のスケジュール

日にち 時間 内容 日にち 時間 内容

8月3日 -
東北ブロック

みちのくKKフェスタ
8月10日 -

西東京民族フォーラム
実行委員会

8月3日 -
山口

コリアンフェスタ
8月11日 -

三重青商会
コリアンフェスティバル

8月4日 -
兵庫県青商会

コリアンスプラッシュ
8月23～

25日
-

中四国ブロック
〈ピカミレキャンプ〉

8月8～
9日

-
九州青商会

エキサイティングキャンプ
8月25日 -

西東京青商会
アクアアドベンチャー2024

8月10日 -
新潟県青商会

ピビンパフェスタ
8月31日 -

広島青商会
ヒロキョレフェスタ

朝鮮青年社が65周年
 朝青直属の出版宣伝機関 

65年前である1959年に朝鮮青年社が創立されま
した。1959年はやっと祖国往来が始まった年で、S
NSなど情報通信手段も無く、タイムリーに祖国の情
報を知ることが難しい状況でした。しかし同胞青年
たちの「祖国について知りたい」「ウリマルを学びた
い」という要求は日に日に増すばかり。そんな要求
に応えるために、朝青第5回大会で朝青直属の出
版宣伝機関・朝鮮青年社の創立が決まりました。
創立、運営に関する費用は朝青員たちのカンパに
より賄われました。まさに「同胞青年のために、同胞
青年によって」作られた機関と言えます。

ウリハッキョに通ったことがなくウリマルを知らない
同胞青年を対象にした雑誌『新しい世代』から出
版宣伝活動を始めた朝鮮青年社は、時代のニー
ズに合わせ変化を重ねながら、現在は二つの機関
誌を発刊しています。朝青員を対象にした『セセ
デ』と、少年団員を対象にした『朝鮮少年』。
祖国や同胞社会の情報をタイムリーに知らせる
のはもちろん、機関誌という名の通り『セセデ』では
朝青運動、『朝鮮少年』では少年団運動の方針を
解説しながら、各地の成果を宣伝することで運動
を牽引する役割を果たしています。

65周年を迎え朝鮮青年社は、機関誌の質を高
めながら購読者を増やすために記念事業を行
なっています。記念クリアファイルや購読案内チ
ラシ、LINEスタンプを作る一方で、創立日である
6月15日には東京で記念行事を催し、日本各地
から朝青員たち100人以上が集まりました。朝鮮
青年社が歩んできた65年の歴史を振り返りながら
現役編集員たちの決意も披露し、朝青の中で機
関

朝鮮青年社創立65周年記念行事
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 誌を活用し運動を
盛り上げる重要性を
確かめた一日となり
ました。朝青では今
後も機関誌を利用し
た学習、宣伝を幅広
く行なっていきます。
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